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数多くの地理学や海図作製に関する国際大会や会議に参加している。大規模な学術フォーラム

での自身の報告では、海洋そのものだけでなく、沿岸部や島嶼部を含めて総合的に自然を研究し、

開発する必要性を示している。2010 年秋に開催された第 23 回国際海岸会議の組織委員会と参

加者全員がルィマリョフ氏の 90 歳を祝った。この会議は「海岸の発展理論：長年の伝統と今日の

理想」と題され、前述のルィマリョフ氏の師匠であるゼンコヴィチ生誕 100 周年を記念して開かれ、ロ

シア科学アカデミー海洋問題会議「海岸」作業グループが主催した。ルィマリョフ氏は、その多くの

弟子や同僚にとって生きた伝説だった。彼はレフ・ベルグ、ボリス・ドブルィニン、フセヴォロド・ゼンコヴ

ィチら、今日の海岸に関する諸理論の構築者と個人的な知己があったのだ。 

ルィマリョフ氏にとって、ロシアの沿岸部開発をめぐる歴史的・地理的問題が最も重要な研究課

題だった。この方向での長年にわたる研究の成果が、『海・大洋の沿岸地域に関する祖国の研究

者』（2002 年）である。ルィマリョフの生活と創作において「アラル海時代」の意味は大きく、それを考

えれば、祖国の海岸研究者の中で彼が好んだのがアレクセイ・ブタコフだったことも驚くにあたらない。

この「アラル海のコロンブス」（フンボルトの表現）に捧げられたのが彼の著作『アレクセイ・イヴァノヴィ

チ・ブタコフ 1816-1869』（2006）である。海岸研究についてのブタコフの理論的見解の重要性を

初めて世に示したのも彼である。また、ルィマリョフ氏は、ブタコフによるアラル海研究の学術的成果

と後のベルグによる研究成果の比較対照にも成功した。彼の言によれば、アラル海（湖）を最初に

研究したブタコフとベルグの学術業績は、この水塊が 1 世紀半を経てどのように変化したのかにつ

いて豊かなデータを提供してくれる。 

ルィマリョフ氏が参加した最後の学術フォーラムとなったのが国際会議「生物学における塩分の

要素」（「限界塩分濃度」概念創出 50 周年と生物学博士ヴラチスラフ・フレヴォヴィチ 80 歳を記念）

である。この会議を締めくくるにあたり、ルィマリョフ氏はアラル海地域の生態学的状況について、フラ

ンス国立宇宙センターの J. F. Cretaux と Mira Production 社の T. Gentet のインタビューに答

えており、以下のサイトでその内容を知ることができる：http://www.mira.fr。 
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